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発表の流れ

1）背景と目的

2）診断対象とした建物

3）耐震診断の種別と方法

4）診断結果とIS値マップの作成

5）まとめ



・根室沖のプレート間

M7～M9クラスの巨大地震
80%程度

・南海トラフ沿い
M8～M9クラスの巨大地震

70%～80%
・相模トラフ沿い

M7クラスの地震
70%程度

・首都直下地震
M7クラスの地震

70%程度

背景と目的
今後30年以内に6弱以上の地震が起きると
想定されている地震の確率

(http://www.j-shis.bosai.go.jp/)地震動予測地図



診断対象とした建物



対象とした本学施設の概要



耐震診断の種別と方法



耐震診断の種別と方法



本学の診断種別の適用



耐震診断の結果



IS=E0×SD×T

C：強度指標、 E0：保有性能基本指標（=C×F）
F：靭性指標、 SD：形状指標

T ：経年指標

中央棟X方向3次診断 結果



Type（破壊形式）



IS値マップの作成



IS値結果のグラフ化
中央棟 X方向（3次診断）

（IS値）

（階数）

IS0値（＝0.6）



IS値マップ

管理・図書館棟

中央棟

ドーミトリ



まとめ

• 本学諸施設の耐震性能を定量的に把握できた。

• すべての棟でIS0値をクリアした結果となった。
（中央棟のIS値が一番小さい数値となったが、IS0値

を上回ることが確認できた。）

• 本学施設の耐震性能を定量的に評価したことで、
保全計画に有効な資料となることが期待される。



ご清聴
ありがとうございました。



Q＆A



1923年関東大震災(M7.9) 1968年十勝沖地震(M7.5) 1995年兵庫県南部地震(M7.3)

福井地震(M7.1)
1948年

旧基準の被害 現行基準の被害

4月14日(M6.5)，16日(M7.3)
2016年熊本地震

「震度7の連鎖」
宮城沖地震(M7.4)

1978年

1970年以前 1971年以降

建築基準法施行令改正
1971年

「新耐震設計法」
建築基準法施行令改正

1981年

耐震改修促進法施行
1995年

性能規定型設計の導入

2000年建築基準法改正
「限界耐力計算法」

市街地建築物法改正
1924年

「震度法」による耐震設計(K₀=0.1)
p

P₁

P₂

Pi＝K₀×wi

水平震度

w₁

w₂

地震外力

K₀＝0.1→0.2

建築基準法制定
1950年

(K₀=0.2)

十勝沖地震：函館大学
出典：日本建築センター

RC造建築物の構造計算演習帳

福井地震：大和デパート
http://www.noevir-hk.co.jp/cgi-
bin/mt/mt-tb.cgi/870

http://www.noevir-hk.co.jp/cgi-
bin/mt/mt-tb.cgi/870

新耐震基準の位置づけ

我が国における耐震基準の変遷と新耐震設計法によるモデル建物の試計算，
2020年度ものつくり大学卒業研究梗概集

http://www.noevir-hk.co.jp/cgi-bin/mt/mt-tb.cgi/870
http://www.noevir-hk.co.jp/cgi-bin/mt/mt-tb.cgi/870


IS0の位置づけ



Type（破壊形式）



E0の求め方

E0 ＝Φ√Ｅ1
2+Ｅ2

2 Φ：外力分布による補正係数
Ｅ１：C1*F1
Ｅ２：C2*F2

E0 ＝ 0.657√（0.712*1.52）+ （0.592*3.02）
＝1.36

中央棟 X方向3次診断（3階）



形状指標（SD）

・形状指標（SD）は、建物の平面、立面形状または剛性の平面、立面分布を
評価した指標。



経年指標(T)

・経年指標（T）は、建物に生じているひび割れ、変形、形状ならびに劣化な
どの経年変化を評価する指標。



強度指標（C）靭性指標（F）

・強度指標（C）地震力に対して建物または部材が保有している
強度

・靭性指標（F）地震力に対して建物または部材が保有している
変形能力



耐震診断の流れ



現地調査の流れ



管理・図書館棟 IS値結果



中央棟 IS値結果



ドーミトリ IS値結果



ss3の自動計算によって、算定された靭性指標が近い部材を一
つの部材群として整理されている。（同一のグループに分類
された各部材の和をその部材群の強度とする）

CとFとTypeが2つある理由



・形状指標（SD）は、建物の平面、立面形状または剛
性の平面、立面分布を評価した指標。

・経年指標（T）は、建物に生じているひび割れ、変形、
形状ならびに劣化などの経年変化を評価する指標。

形状指標（SD）経年指標（T）

・保有性能基本指標（E0）は、建物が保有する耐震性
能を評価する基本指標。


